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件　　　名� 概　　　要�

件　　　名� 概　　　要�

平成19年度(2007年度)彦根市住宅新築ならびに改修資金貸付事業特

別会計補正予算（第１号）＝可決�

�

平成19年度(2007年度)彦根市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）

＝可決
�

�

�

専決処分につき承認を求めることについて（平成18年度（2006年度）

彦根市一般会計補正予算（第７号））＝承認�

補正予算額：1億1,403万8千円�

平成18年度同会計が歳入不足により赤字決算となる見込みであるた

め、平成19年度の歳入を繰上充用するもの�

補正予算額：1億8,627万3千円�

平成18年度同会計が歳入不足により赤字決算となる見込みであるた

め、平成19年度の歳入を繰上充用するもの�

補正予算額：429万4千円�

国宝・彦根城築城400年記念事業基金への積立てに伴う補正�

養護老人ホーム整備事業に関する経費を翌年度に繰り越すための繰

越明許費の補正を行ったもの�

専決処分につき承認を求めることについて（彦根市市税条例の一部

を改正する条例）
�

�

専決処分につき承認を求めることについて（彦根市都市計画税条例

の一部を改正する条例）�

地方税法等の一部改正に伴い、条例の一部改正を行ったもの（65歳以

上の方や要介護等の認定を受けた方が居住する住宅で、一定のバリ

アフリー改修工事を行った場合の減額措置を創設するものなど）�

地方税法等の一部改正に伴い、条文の整理を行うもの�

件　　　名� 概　　　要�

市有地の管理上必要な民事調停の申立ておよび調停不成立の場合に

おける訴えの提起について�

彦根市所有の土地を占有している者に対し、土地の明け渡しを求め、

民事調停を申し立てるもの。また、調停不成立の場合、訴えの提起を

するもの�

件　　　名� 概　　　要�

彦根市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて�

�

彦根市監査委員の選任につき同意を求めることについて�

税務課長を彦根市固定資産評価員に選任することについて同意を求

めるもの�

正村嘉規氏の任期満了に伴い、後任に久木正勝氏を選任することに

ついて同意を求めるもの�

件　　　名� 概　　　要�

�

�

�

平成19年度(2007年度)彦根市一般会計補正予算（第１号）�

補正予算額：2億6,230万円�

市内における民間の出産施設の開設に伴う施設整備等に対し支援を

行うための補正(7,601万8千円。平成19年度～20年度債務負担行為補

正4,258万円）�

児童手当法の一部改正に伴い、児童手当の月額を増額(5,000円→

10,000円)することに伴う補正(1億1,660万円)�

自治会が設置する集会所の建設費補助等にかかる経費の補正(1,888万

7千円）など�

件　　　名� 概　　　要�

彦根市行政手続条例の一部を改正する条例案�

彦根市市税条例の一部を改正する条例案�

彦根市都市計画税条例の一部を改正する条例案�

彦根市医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例案
�

�

彦根市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案�

彦根市補助金交付規則の改正に伴い、条文の整理を行うもの�

地方税法等の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの�

地方税法等の一部改正に伴い、条文の整理を行うもの�

健康保険法等の一部改正および県の要綱の改正に伴うもの、および市の独

自施策として、乳幼児にかかる所得制限を廃止するため、改正を行うもの�

配偶者以外の3人目以降の扶養親族にかかる加算額を改定するもの

　167円→200円�



件　　　名�

件　　　名� 概　　　要�

件　　　名� 概　　　要�

件　　　名�

彦根市立城南小学校校舎棟ほか増築工事（建築工事）請負契約につき

議決を求めることについて�
�

琵琶湖における市町境界の決定に関する意見につき議決を求めるこ

とについて�

児童数が急激に増加することから、校舎や体育館、給食室を増築する

もの。給食室については、ウェット方式からドライ方式へ改修するも

の（契約金額3億849万円）�

琵琶湖における市町境界決定案に対し、県知事へ「異議はない」と意

見を提出するもの�

彦根市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて� 関　功氏（宇尾町）�

平成19年度(2007年度)彦根市土地開発公社の事業計画について �

平成19年度(2007年度)財団法人彦根市事業公社の事業計画について �

第20期彦根総合地方卸売市場株式会社の事業計画について �

平成19年度(2007年度)財団法人彦根市文化体育振興事業団の事業計画について �

平成18年度(2006年度)彦根市繰越明許費繰越計算書について �

平成18年度(2006年度)彦根市水道事業会計予算繰越しについて�

市立病院直通バスを中心とした、市民生活を守る交通手段の確保をはかることを求める請願書�
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　５月臨時会では、５月21日に各常任委員会を、６月定例会では、６月４日および14日に市民文教、15
日に福祉病院、18日に産業建設、20日に総務常任委員会の各常任委員会を開催し、議案および請願の審
査を行いましたので、その概要をお知らせします。�

�

　
５
月
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

住
宅
新
築
な
ら
び
に
改
修
資
金
貸

付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
で
は
、

対
象
物
件
の
有
無
や
、
滞
納
60
か

月
以
上
の
滞
納
分
に
係
る
当
初
融

資
額
等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

物
件
は
存
在
す
る
こ
と
、
当
初
融

資
額
は
１
億
８，
７
６
２
万
円
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
本
議
案
に
対
し
て
は
、
反
対
の

討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
で

は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。�

　
６
月
18
日
に
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、「
市
立
病
院
直
通
バ
ス
を

中
心
と
し
た
、
市
民
生
活
を
守
る

交
通
手
段
の
確
保
を
は
か
る
こ
と

を
求
め
る
請
願
書
」
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
審
査
で
は
、
賛
成
の

意
見
が
多
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ス
路
線
が
統
廃
合
さ
れ
、
市
立

病
院
等
へ
の
バ
ス
が
利
用
で
き
な

く
な
り
、
市
民
か
ら
利
便
性
を
求

め
る
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
早
期
に
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
、
懇

話
会
で
は
利
用
者
を
構
成
メ
ン
バ

ー
と
し
幅
広
い
意
見
を
聞
く
べ
き

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
採
決
で
は
、
異
議
な
く
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。�

　
５
月
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

に
係
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審

査
で
は
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
事

業
が
年
度
内
に
執
行
で
き
な
か
っ
た

理
由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
計

画
見
直
し
等
に
日
数
を
要
し
た
も

の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
採
決
で
は
、
異
議
な
く
承
認
し

ま
し
た
。�

　
６
月
15
日
に
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
所

管
部
分
に
係
る
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
審
査
で
は
、
産
科
医
療
施
設

整
備
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
５
月

１
日
の
補
助
金
交
付
要
綱
制
定
か

ら
短
期
間
で
の
補
正
予
算
計
上
に

対
し
、
経
過
説
明
を
求
め
る
発
言

が
あ
り
、
本
市
の
産
科
医
療
の
特

別
な
事
情
か
ら
緊
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
、
本
要
綱
に
見
合
う

法
人
が
現
れ
た
こ
と
か
ら
今
回
の

計
上
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
討
論
で
は
、
民
間
診
療
所
開
設

は
否
定
し
な
い
が
、
予
算
計
上
の

経
過
が
不
明
瞭
で
あ
り
反
対
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
の
発
言
と
、
市
民

へ
の
行
政
の
努
力
の
現
れ
で
あ
り

賛
成
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。�

　
５
月
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
異

議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。�

　
６
月
定
例
会
で
は
、
開
会
日
の

４
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
城
南

小
学
校
校
舎
棟
ほ
か
増
築
工
事
に

関
す
る
議
決
案
件
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
審
査
で
は
、
入
札
や
児

童
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
入
札
価
格
に
関
し
て
は
予

定
価
格
を
事
前
公
表
し
て
お
り
適

正
で
あ
る
と
の
答
弁
が
、
給
食
な

ど
児
童
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
は
、

工
事
は
夏
休
み
に
行
う
が
、
工
期

の
関
係
で
数
日
間
給
食
に
影
響
が

予
想
さ
れ
る
が
、
で
き
る
だ
け
夏

休
み
期
間
中
に
短
縮
し
努
力
し
た

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
６
月
14
日
に
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
所

管
部
分
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正

１
件
の
計
２
議
案
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。�

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
査
で

は
、
幼
稚
園
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
工
事
の
際
、
飛
散
等
が
な
い
よ

う
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。�

　
採
決
で
は
、
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。�

　
５
月
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
条
例

の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
の
３
件
、

議
決
案
件
１
件
の
計
４
議
案
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

で
は
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に

伴
う
鉄
軌
道
用
地
の
課
税
見
直
し

に
関
し
て
質
疑
応
答
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
採
決
で
は
、
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。�

　
６
月
20
日
に
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
所

管
部
分
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正

４
件
、
議
決
案
件
１
件
の
計
６
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

で
は
、
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

に
つ
い
て
、
該
当
地
域
に
お
け
る

救
命
ボ
ー
ト
の
必
要
性
や
自
主
防

災
会
へ
の
照
会
の
仕
方
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
過
去
の
台
風
の
状

況
か
ら
、
芹
川
の
沿
川
地
域
と
し

て
危
機
感
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
本
交
付
金
は
地
域
の

事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
公
平
に
自
主
防
災

会
（
自
治
会
）
へ
照
会
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
採
決
で
は
、
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。�



▲改築整備が望まれる稲枝駅�

▲大型空き店舗対策は�

▲にぎわう観光と物産展�

▲彦根駅東口駅前広場�
　完成イメージ図�

�

小
林
　
　
武�

�

問
　
秋
に
開
催
さ
れ
る
観
光

と
物
産
展
の
会
場
は
。�

答
　
こ
れ
ま
で
の
市
民
会
館

前
の
会
場
が
狭
い
こ
と
や
秋

の
シ
ー
ズ
ン
で
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
、
城
内
に
彦
根

え
え
も
ん
物
産
館
を
設
置
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ひ

こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
で
開
催

す
る
こ
と
を
彦
根
市
物
産
協

会
総
会
を
経
て
決
定
し
て
い
る
。�

問
　
彦
根
え
え
も
ん
物
産
館

の
に
ぎ
わ
い
等
の
状
況
は
。�

答
　
彦
根
市
物
産
協
会
の
会

員
を
中
心
に
37
社
が
出
店
、

物
産
品
の
展
示
と
販
売
を
さ

れ
て
い
る
。
３
月
21
日
の
オ

ー
プ
ン
か
ら
５
月
末
日
ま
で

の
売
上
は
、
４
千
５
百
万
円

余
り
、
レ
ジ
を
通
過
さ
れ
た

客
数
は
、
２
万
７
千
人
余
り

と
な
っ
て
い
る
。�

�

小
川
喜
三
郎�

�

問
　
事
業
に
お
け
る
課
題
と

18
年
度
末
の
進
捗
状
況
お
よ

び
今
後
の
事
業
計
画
は
。�

答
　
財
源
の
確
保
が
最
大
の

課
題
で
、
進
捗
率
は
34
％
で

あ
る
。
次
の
目
標
を
平
成
21

年
春
の
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

と
し
、
駅
前
広
場
の
供
用
開

始
、
国
道
８
号
線
や
県
道
彦

根
城
線
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
完
成
に
向
け
、
平
成
20

年
度
ま
で
に
整
備
を
進
め

た
い
。�

問
　
駐
車
場
や
駐
輪
場
の
整

備
目
標
年
度
と
事
業
完
成
目

標
年
度
は
。�

答
　
駐
車
場
の
公
的
整
備
計

画
は
な
く
、
駐
輪
場
は
21
年

春
を
、
ま
た
、
こ
の
事
業
の

完
成
目
標
年
度
の
平
成
25
年

度
に
換
地
処
分
が
行
え
る
よ

う
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。�

�

田
島
　
茂
洋�

�

問
　
中
央
、
銀
座
、
橋
本
等

商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修

や
大
型
空
き
店
舗
対
策
、
居

住
兼
用
店
舗
対
策
等
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
新
し
い

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
策
定
は
。�

答
　
Ｔ
Ｍ
Ｏ
機
関
、
民
間
が

中
心
と
な
ら
れ
、
幅
広
い
層

の
意
見
を
集
約
さ
れ
る
こ
と

が
「
新
基
本
計
画
」
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。�

問
　
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど

市
長
の
意
欲
を
問
う
。�

答
　
市
長
の
意
欲
も
必
要
で

あ
る
が
、
基
本
は
、
商
店
街

な
り
商
店
主
が
し
っ
か
り
と
、

こ
れ
か
ら
の
街
の
あ
り
方
に

つ
い
て
計
画
を
練
り
あ
げ
て

い
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
受

け
と
め
て
い
る
。�

�

西
川
　
正
義�

�

問
　
去
る
３
月
22
日
「
稲
枝

駅
改
築
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
」
が
発
足
し
、
会
長
に
市

長
が
就
任
さ
れ
た
。
早
期
実

現
に
向
け
た
市
長
の
考
え
方

に
つ
い
て
問
う
。�

答
　
駅
舎
改
築
に
は
、
稲
枝

地
区
の
み
な
ら
ず
近
隣
市
町

の
住
民
を
含
め
た
全
体
的
な

盛
り
上
が
り
が
欠
か
せ
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
費

用
負
担
、
駅
西
地
区
の
周
辺

整
備
等
の
問
題
が
あ
り
、
期

成
同
盟
会
を
は
じ
め
地
元
住

民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
、
ま
ず
は
Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

第
一
で
あ
る
た
め
、
要
望
・

要
求
を
明
確
に
し
、
関
係
者

が
一
体
と
な
っ
た
要
望
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。�



▲整備を待つ大型木製遊具�

▲バス利用者の目線に合った�
　移動手段の確保を�

�

馬
場
　
和
子�

�
問
　
使
用
を
制
限
さ
れ
て
い

る
荒
神
山
公
園
の
大
型
木
製

遊
具
等
の
整
備
は
、
市
と
し

て
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。�

答
　
一
件
20
万
円
以
上
の
修

繕
工
事
は
市
の
対
応
で
あ
り
、

修
繕
方
法
を
検
討
中
で
あ
る

が
、
早
期
に
修
繕
工
事
を
実

施
し
、
安
全
確
保
の
上
、
使

用
に
向
け
て
取
り
組
む
。�

問
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
使
用
料
金
改
訂
も
含
め
て
、

荒
神
山
多
目
的
広
場
を
、
市

内
の
高
齢
者
の
運
動
拠
点
と

し
て
の
有
効
活
用
に
向
け
て

の
方
向
性
に
つ
い
て
問
う
。�

答
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

は
も
と
よ
り
公
園
施
設
全
体

が
市
民
に
利
用
し
や
す
い
公

園
と
な
る
よ
う
、
指
定
管
理

者
と
協
議
し
て
、
公
園
の
有

効
活
用
に
向
け
て
努
め
て
い

く
。�

�

山
田
多
津
子�

�

問
　
地
域
に
よ
り
差
異
は
あ

る
が
、
公
共
交
通
へ
の
願
い

は
高
ま
っ
て
い
る
。
要
求
に

即
し
た
移
動
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
様
々
な
会
合
等
に

出
向
き
意
見
聴
取
や
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
等
を
実
施
し
、
広

範
な
意
見
を
聞
き
、
利
用
者

参
加
型
の
検
討
委
員
会
を
早

急
に
立
ち
上
げ
、
バ
ス
利
用

者
の
目
線
に
合
っ
た
移
動
手

段
の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
。�

答
　
公
共
交
通
機
関
は
地
域

住
民
の
自
立
し
た
日
常
生
活

を
確
保
し
、
地
域
間
交
流
の

促
進
に
必
要
。
従
来
の
形
式

に
と
ら
わ
れ
な
い
懇
話
会
形

式
の
会
議
で
、
公
共
交
通
機

関
の
あ
り
方
に
つ
い
て
忌
た

ん
の
な
い
意
見
を
い
た
だ
き
、

一
定
の
方
向
性
を
見
い
だ
し

て
い
き
た
い
。�

�

夏
川
嘉
一
郎�

�

問
　
今
や
、
地
球
環
境
の
劣

化
は
疑
う
余
地
な
し
の
事
実
。

問
題
解
決
方
法
と
し
て
、
森

林
づ
く
り
が
内
外
で
提
唱
さ

れ
て
い
る
が
、
現
状
を
問
う
。�

答
　
昭
和
43
年
以
降
、
森
林

面
積
は
１
３
５
ha
減
少
。
現

在
、
約
２，
５
０
０
ha
で
横

ば
い
状
態
。
減
少
理
由
と
し

て
は
、
公
共
事
業
や
住
宅
開

発
等
が
考
え
ら
れ
る
。�

問
　
防
止
対
策
は
。�

答
　
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
所
有
者
に
啓
発
。�

問
　
森
林
づ
く
り
に
は
、
既

存
組
織
外
の
活
動
推
進
本
部

の
新
設
が
必
要
と
考
え
る
が
。�

答
　
昨
年
、
県
で
琵
琶
湖
森

林
づ
く
り
条
例
が
制
定
さ
れ

た
。
現
在
は
委
員
会
を
設
置

さ
れ
、
森
林
づ
く
り
の
枠
組

み
を
検
討
中
。
本
市
も
議
論

を
注
視
。�

�

八
木
　
嘉
之�

�

問
　
行
政
の
仕
事
の
民
間
委

託
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
は
、

積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、

新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
の
た
め
に
も
、
民
間
企
業

や
団
体
か
ら
提
案
を
受
け
る

制
度
の
創
設
を
考
え
る
べ
き

で
あ
る
が
。�

答
　
本
提
案
制
度
は
、
自
治

体
の
市
場
化
テ
ス
ト
と
し
て

導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
今
後
研
究

を
行
っ
て
い
く
。�

問
　
団
塊
世
代
が
地
域
の
中

で
能
力
を
発
揮
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
。�

答
　
本
市
で
は
「
地
域
デ
ビ

ュ
ー
支
援
事
業
」
を
実
施
し

て
い
く
。
本
事
業
を
通
し
て

今
後
高
齢
者
に
な
ら
れ
る
方
々

が
地
域
で
能
力
を
発
揮
で
き

る
研
究
を
進
め
て
い
く
。�



▲広報紙等の配布は�

彦
根
市
経
営
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム�

�

松
本
　
忠
男�

�

問
　
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
学
区

ご
と
に
認
め
ら
れ
る
の
か
。�

答
　
小
学
校
区
単
位
の
配
布

は
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。�

問
　
文
書
配
布
業
務
の
費
用

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。�

答
　
市
全
域
で
は
、
３
千
万

円
程
度
を
要
す
る
。
小
学
校

区
単
位
で
は
、
市
全
域
で
行

う
よ
り
も
費
用
が
高
く
な
る
。�

問
　
一
方
的
に
民
間
業
者
配

布
の
委
託
に
移
行
さ
れ
る

の
か
。�

答
　
地
方
自
治
法
の
規
定
ど

お
り
、
一
般
競
争
入
札
な
り

指
名
競
争
入
札
を
行
う
こ
と

が
前
提
に
な
る
。
こ
れ
ま
で

の
文
書
配
布
は
、
自
治
会
と

の
随
意
契
約
で
あ
っ
た
が
、

競
争
の
社
会
で
あ
り
、
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
事
業
者
と
競
争
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
る
。�

�

有
馬
　
裕
次�

�

問
　
民
間
事
業
者
に
よ
る
広

報
紙
の
全
戸
配
布
導
入
は

疑
問
。�

答
　
導
入
理
由
は
経
費
節
減

も
あ
る
が
、
３
点
の
理
由
か

ら
や
む
を
得
な
い
。�

問
　
政
策
変
更
に
は
地
域
住

民
の
意
向
調
査
が
必
要
で
は
。�

答
　
多
数
決
で
導
入
の
是
非

を
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
。�

問
　
民
間
業
者
に
入
札
す
る

際
の
手
順
、
仕
様
は
あ
る

の
か
。�

答
　
ま
だ
整
備
し
て
い
な
い
。�

問
　
回
覧
文
書
の
取
り
扱
い
は
。�

答
　
自
治
会
に
依
頼
し
、
係

る
何
ら
か
の
手
数
料
は
支
払
う
。�

問
　
自
治
会
が
回
覧
文
書
配

布
を
拒
否
し
た
場
合
は
。�

答
　
回
覧
文
書
配
布
を
や
め
る
。�

問
　
自
治
会
単
位
の
配
布
は

ど
う
し
て
不
可
能
な
の
か
。�

答
　
配
布
も
れ
や
随
意
契
約

の
問
題
も
あ
り
無
理
と
考
え
る
。�

�

細
江
　
正
人�

�

問
　
経
営
改
革
は
人
員
の
適

正
化
が
重
要
と
考
え
る
が
、

退
職
手
当
の
た
め
に
起
債
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。�

答
　
18
年
度
は
当
初
予
算
で

計
上
し
た
が
、
実
質
公
債
費

比
率
を
抑
え
る
た
め
起
債
を

取
止
め
、
今
年
度
も
見
送
っ

た
。
今
後
の
可
能
性
は
残
る
。�

問
　
公
共
団
体
の
起
債
の
本

来
の
意
味
と
ズ
レ
が
な
い
か
、

市
民
に
説
明
が
つ
く
の
か
。�

答
　
定
員
適
正
化
計
画
の
条

件
が
あ
り
、
行
財
政
改
革
の

一
環
で
あ
る
た
め
ご
理
解
を
。�

問
　
議
員
定
数
を
も
っ
と
削

減
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
を
問
う
。�

答
　
定
数
削
減
に
対
し
、
多

く
の
市
民
の
声
も
あ
る
。
早

期
に
議
会
・
議
員
の
意
見
を

お
聞
き
し
協
議
・
検
討
し
た
い
。�

�

北
村
　
　
收�

�

問
　
市
内
で
分
娩
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
目
指
し
て
産
科

医
療
施
設
整
備
費
補
助
金
１

億
１
千
８
百
万
円
の
補
正
予

算
が
計
上
さ
れ
た
理
由
は
。�

答
　
市
立
病
院
で
分
娩
を
扱

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

勤
務
医
師
の
確
保
が
困
難
な

状
況
の
中
、
身
近
な
所
で
の

お
産
を
と
の
願
い
に
応
え
て

い
く
た
め
、
民
間
の
診
療
所

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
。
民
間
診
療
所
へ
の

国
や
県
の
支
援
は
な
く
、
国

の
産
婦
人
科
勤
務
医
師
の
確

保
策
に
は
時
間
を
要
す
る
。

本
市
の
産
科
医
療
の
状
況
か

ら
早
急
な
対
応
が
必
要
と
判

断
し
、
緊
急
対
応
の
補
助
制

度
と
し
て
分
娩
を
扱
う
診
療

所
の
整
備
経
費
の
一
部
を
助

成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。�



▲彦根市立病院�

�

田
中
　
滋
康�

�
問
　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

お
産
を
し
た
い
」「
親
元
に
帰

っ
て
出
産
が
し
た
い
」
こ
れ

ら
切
実
な
市
民
の
声
に
応
え

る
こ
と
は
自
治
体
病
院
の
責

務
。
産
科
医
確
保
の
取
組
み

と
実
現
の
目
途
を
問
う
。�

答
　
昨
年
12
月
以
降
、
関
連

大
学
に
出
向
き
、
本
院
の
実

情
を
訴
え
、
医
師
の
派
遣
を

要
請
し
た
が
、
大
学
の
医
局

で
も
医
師
不
足
の
状
況
で
、

医
師
確
保
に
目
途
た
た
ず
。�

問
　
院
内
助
産
院
開
設
の
準

備
状
況
と
開
設
の
展
望
は
。�

答
　
１
月
か
ら
先
進
病
院
を

視
察
し
研
究
し
て
き
た
が
、

産
婦
人
科
医
１
人
の
状
況
は
、

不
測
の
事
態
に
対
応
で
き
ず

リ
ス
ク
が
高
い
。
助
産
師
の

勤
務
体
制
か
ら
も
一
朝
一
夕

に
進
め
ら
れ
な
い
現
状
で

あ
る
。�

�

辻
　
真
理
子�

�

問
　
現
在
市
立
病
院
に
在
籍

し
て
い
る
助
産
師
は
何
人
か
、

ま
た
勤
務
状
況
は
。
医
師
の

招
へ
い
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
が
、
院
内
助
産
院
を
開
設

し
正
常
分
娩
を
取
り
扱
う
た

め
、
研
修
の
予
定
は
あ
る
の

か
、
今
後
の
助
産
師
確
保
に

つ
い
て
問
う
。�

答
　
現
在
18
名
の
助
産
師
が

在
籍
し
、
14
名
は
引
き
続
き

産
婦
人
科
病
棟
で
勤
務
し
婦

人
科
外
来
の
妊
産
婦
サ
ポ
ー

ト
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
他

は
別
の
病
棟
等
で
看
護
に
あ

た
っ
て
い
る
。
今
後
も
院
内

助
産
院
開
設
を
検
討
し
、
実

践
的
な
院
外
研
修
を
行
う
な

ど
、
現
在
在
籍
し
て
い
る
助

産
師
の
確
保
に
努
め
る
。�

�

山
口
　
大
助�

�

問
　
市
立
病
院
で
の
分
娩
が

困
難
に
な
っ
て
以
来
、
病
院
・

市
当
局
は
、
医
師
確
保
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。
公
明
党
市

議
団
は
、
過
日
衆
議
院
会
館

を
訪
れ
、
坂
口
元
厚
生
労
働

大
臣
に
彦
根
の
現
状
を
話
し
、

医
師
確
保
を
訴
え
た
。
国
は
、

緊
急
医
師
確
保
対
策
を
決
め

医
師
派
遣
体
制
を
整
備
し
て

い
る
。
市
は
、
積
極
的
に
県
・

国
へ
医
師
確
保
の
働
き
か
け

を
さ
れ
た
い
。�

答
　
市
は
、
こ
れ
ま
で
京
大

や
滋
賀
医
大
を
は
じ
め
い
く

つ
か
の
大
学
に
医
師
派
遣
を

要
請
し
て
き
た
。
ま
た
、
市

長
会
を
通
じ
国
へ
の
要
望
や
、

県
知
事
へ
も
要
望
書
の
提
出

等
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

積
極
的
に
県
に
働
き
か
け
支

援
を
求
め
て
い
き
た
い
。�

�

渡
辺
　
史
郎�

�

問
　
ペ
ッ
ト
の
火
葬
・
霊
園

に
関
す
る
法
規
制
は
。�

答
　
霊
園
事
業
に
お
け
る
動

物
の
死
体
に
対
し
て
は
「
墓

地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」

お
よ
び
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の

規
制
は
受
け
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。�

問
　
各
地
で
ペ
ッ
ト
火
葬
業

者
と
住
民
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
る
。
既
に
条
例
を

制
定
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
、
彦
根
市
で
も
早
期
に
条

例
制
定
が
必
要
と
考
え
る
が
。�

答
　
本
市
で
の
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
、
私
権
の
制
限
や

手
続
き
上
の
問
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
他
都
市
の
条
例
等

も
参
考
に
し
な
が
ら
慎
重
に

研
究
を
進
め
る
。�



▲小泉地下道�

燃やせる�
ごみ�

燃やせない�
ごみ�

�

徳
永
ひ
で
子�

�

問
　
市
内
の
幼
稚
園
の
３
歳

児
保
育
は
、
定
員
が
20
名
で

抽
選
に
よ
っ
て
入
園
が
決
定

さ
れ
る
。
保
護
者
の
皆
さ
ま

か
ら
定
員
の
拡
大
を
求
め
る

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

希
望
者
全
員
が
、
入
園
で
き

る
よ
う
見
直
し
を
求
め
る
。�

答
　
３
歳
児
保
育
は
、
本
年

度
で
全
９
園
が
実
施
し
て

い
る
。
現
在
、
平
田
幼
稚
園

に
お
け
る
３
歳
児
学
級
の
増

級
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後

は
関
係
課
と
連
携
し
て
、
本

市
に
お
け
る
幼
稚
園
お
よ
び

保
育
園
の
地
理
的
な
設
置
状

況
や
待
機
児
童
数
の
状
況
を

把
握
し
、
全
市
的
な
就
学
前

教
育
の
あ
り
方
を
協
議
す
る

と
と
も
に
、
就
学
前
教
育
連

絡
会
等
を
開
催
し
検
討
し

て
い
く
。�

�

安
藤
　
　
博�

�

問
　
近
年
の
宅
地
開
発
に
伴

い
、
学
校
の
教
室
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
。
今
後
、
５
年
か

ら
10
年
の
間
で
校
舎
の
増
改

築
が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
学

校
の
有
無
に
つ
い
て
問
う
。�

答
　
就
学
前
幼
児
数
の
統
計

に
よ
り
、
将
来
的
に
増
築
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

学
校
は
、
高
宮
小
学
校
が
あ

る
。
平
成
23
年
度
に
教
室
不

足
と
な
る
た
め
増
築
を
検
討

し
た
い
。�

問
　
不
審
者
対
策
が
求
め
ら

れ
る
中
、
通
学
路
と
し
て
利

用
し
て
い
る
小
泉
地
下
道
は

西
沼
波
地
下
道
と
比
較
し
て

整
備
が
不
十
分
と
考
え
る
。

そ
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。�

答
　
小
泉
地
下
道
は
古
く
、

ミ
ラ
ー
設
置
等
の
要
望
が
出

て
い
る
。
早
急
に
協
議
の
上
、

検
討
し
て
い
く
。�

�

矢
吹
　
安
子�

�

問
　
彦
根
市
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
の
構
成
メ
ン
バ

ー
、
実
施
時
期
、
諮
問
内

容
は
。�

答
　
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
公

募
の
市
民
委
員
を
含
め
た
17

名
で
あ
る
。
時
期
は
、
７
月

上
旬
か
ら
10
か
月
程
度
の
予

定
。
内
容
は
①
現
状
分
析
と

ご
み
処
理
施
策
の
今
後
の
方

向
性
、
②
ご
み
の
有
料
化
、

③
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
体

制
づ
く
り
等
に
つ
い
て
検
討

い
た
だ
く
。�

問
　
ご
み
処
理
経
費
負
担
（
ご

み
処
理
有
料
化
）の
可
能
性
は
。�

答
　
ご
み
の
有
料
化
の
問
題
は�

今
回
の
審
議
会
で
の
大
き
な

柱
で
あ
る
。
資
源
循
環
型
社

会
へ
の
転
換
を
目
指
す
方
向

性
を
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

幅
広
く
検
討
い
た
だ
く
。�

�

成
宮
　
祐
二�

��

問
　
国
保
料
の
滞
納
で
、「
国

保
証
」
の
取
り
上
げ
が
進
み
、

市
民
の
健
康
に
も
大
き
な
問

題
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
国
保
料
の
高
い
の
が
原

因
で
あ
る
。
国
保
会
計
の
基

金
２
億
円
を
取
り
崩
せ
ば
引

き
下
げ
は
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
「
国
保
証
」
の
取
り
上

げ
も
や
め
る
べ
き
で
は
。�

答
　
年
々
療
養
給
付
費
等
が

増
大
し
て
い
る
た
め
、
国
保

料
の
引
き
下
げ
は
考
え
て
い

な
い
。
基
金
は
、
使
用
目
的

が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

国
保
料
へ
の
充
当
は
該
当
せ

ず
取
崩
し
に
よ
る
引
き
下
げ

は
考
え
て
い
な
い
。
国
保
資

格
証
明
書
は
、
特
別
な
事
情

が
な
い
の
に
滞
納
し
て
い
る

世
帯
主
に
、
や
む
を
得
ず
発

行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。�



　
静
か
に
咲
き
誇
る
雨
の
中
の
あ
じ
さ
い
。
と
き
お
り
顔
を
の
ぞ
か
せ

る
陽
の
光
を
宿
す
時
、
そ
の
水
滴
は
一
瞬
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
宝
石
の
輝

き
を
発
し
ま
す
。�

　
ひ
こ
ね
市
議
会
だ
よ
り
第
98
号
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
編
集
い
た

し
ま
し
た
。�

　
今
号
は
、
平
成
19
年
５
月
臨
時
会
と
６
月
定
例
会
の
報
告
号
で
す
が
、

６
月
定
例
会
に
お
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
最
大
の
関
心
事
は
、
い
わ
ゆ

る
「
安
心
し
て
お
産
が
で
き
る
場
所
」
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
市
議
会
は
、
民
間
の
診
療
所
に

よ
る
出
産
施
設
の
開
設
を
支
援
す
る
た
め
の
産
科
医
療
施
設
整
備
費
補

助
金
の
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
多
く
の
か

た
が
た
は
、
市
立
病
院
で
の
分
娩
再
開
を
望
ん
で
お
ら
れ
、
今
議
会
に

お
い
て
も
、
多
く
の
議
員
か
ら
産
婦
人
科
医
師
の
確
保
に
つ

い
て
質
問
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
議
会
と
し
て
も
、
医
師
不
足
の
現
状
を
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
、
産
婦
人
科
医
師
を
初
め
と
し
た
医
師
確

保
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。�

　
子
ど
も
は
も
う
す
ぐ
夏
休
み
。命
輝
く
精
一
杯
の
夏
休
み
を
。�

☆議案第38号平成19年度（2007

年度）彦根市住宅新築ならび

に改修資金貸付事業特別会計

補正予算（第1号）について�

☆議案第53号彦根市立城南小学

校校舎棟ほか増築工事（建築

工事）請負契約につき議決を

求めることについて�

☆市街地の環境について�

☆彦根市景観計画について�

☆農政改革について�

☆産科医療施設整備に対する補

助について�

☆子どもの医療費無料化－対象

年齢の拡大について�

☆はり・きゅう・マッサージ施

術費補助事業の復活について�

☆未来を担う子どもたちの健全

育成について�

☆高齢者の健康づくりについて�

☆これからの彦根市の中心市街

地活性化について�

☆鳥居本地域の活性と発展に

ついて�

☆中学校の完全給食について�

☆市民に身近で信頼される彦根

市立病院であるために�

☆緊急時の対応について�

☆はしかの集団感染対策について�

☆障害者福祉サービスの充実を�

☆広域ごみ処理施設計画につ

いて�

☆稲枝駅へのエレベーター設置

とトイレの改修について�

☆訪問看護ステーションの24時

間対応について�

☆自主財源確保の施策について�

☆分娩を扱う開業医に補助金の

交付について�

☆子どもの虐待について�

☆現在農業が抱える諸問題に

ついて�

☆高層建築物に対する規制に

ついて�

☆子どもの読書習慣の育成�

☆地球温暖化の影響における防

災計画の必要性�

☆児童手当について�

☆行政情報について�

☆ちょっとした市民サービスの

提案�

☆投票所を従前以上に増やし、

市民の投票を保証すること�

☆日夏街道踏切の拡幅、岡町交

差点の改善を�

☆増税問題と市民生活について�

ひこにゃん�

��

開
　
　
会
　
９
月
３
日
（
月
）�

　
　
　
　
　
９
月
10
日
（
月
）�

　
　
　
　
　
９
月
11
日
（
火
）�

　
　
　
　
　
９
月
12
日
（
水
）�

閉
　
　
会
　
９
月
21
日
（
金
）�

���

福
祉
病
院
　
９
月
13
日
（
木
）�

産
業
建
設
　
９
月
14
日
（
金
）�

市
民
文
教
　
９
月
18
日
（
火
）�

総
　
　
務
　
９
月
19
日
（
水
）�

※
開
始
時
刻
は
い
ず
れ
も
午
前

９
時

　分
か
ら
で
す
。�

代
表
質
問�

個
人
質
問�

　全国市議会議長会会長

から、田島茂洋議員が20

年特別表彰を受けられま

した。�

　なお、前議員の正村嘉

規氏が全国市議会議長会

会長および滋賀県市議会

議長会会長から10年表彰

を受けられました。�

田島茂洋議員�



※この広報紙は41,800部作成し、１部当たりの印刷単価は８円（１円未満切捨）です。�

※
ひ
こ
ね
市
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。�
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第18期　彦根市議会議員名簿（議席順）�

ひこね市議会だより第98号�

平成19年７月15日発行�

議席� 氏　　　名� 郵便番号� 電　話� 会　　派�住　　　　所�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17�

18�

19�

20�

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27�

28

辻　　　真理子�

小　川　喜三郎�

赤　井　康　彦�

有　馬　裕　次�

松　本　忠　男�

佐　野　正　博�

渡　辺　史　郎�

馬　場　和　子�

山　口　大　助�

徳　永　ひで子�

西　川　正　義�

前　川　春　夫�

安　藤　　　博�

細　江　正　人�

夏　川　嘉一郎�

八　木　嘉　之�

矢　吹　安　子�

藤　野　政　信�

北　村　　　收�

田　島　茂　洋�

杉　本　君　江�

田　中　滋　康�

成　宮　祐　二�

山　田　多津子�

野　村　郁　雄�

小　林　　　武�

大　橋　和　夫�

久　木　正　勝�

芹川町1473番地4�

西沼波町216番地9�

小泉町425番地64�

中藪町634番地49�

東沼波町907番地�

本庄町3641番地�

稲里町62番地�

平田町428番地2�

日夏町35番地14�

松原町3420番地8�

下西川町687番地�

大堀町808番地�

高宮町2067番地76�

本町二丁目2番43号�

南川瀬町1134番地�

高宮町2466番地�

大藪町163番地46�

戸賀町130番地8�

松原町3668番地1�

後三条町478番地10�

犬方町481番地�

松原町1849番地29�

日夏町987番地�

石寺町1332番地�

川瀬馬場町639番地�

佐和町6番5号�

高宮町2938番地�

太堂町240番地�

522-0033�

522-0038�

522-0043�

522-0051�

522-0027�

521-1133�

521-1111�

522-0041�

522-0047�

522-0002�

521-1142�

522-0026�

522-0201�

522-0064�

522-0222�

522-0201�

522-0053�

522-0042�

522-0002�

522-0086�

522-0236�

522-0002�

522-0047�

521-1101�

522-0223�

522-0075�

522-0201�

529-1153

22-6040�

23-3026�

30-0585�

21-2764�

22-5995�

43-3927�

43-2469�

23-2340�

28-3024�

23-9873�

43-4988�

22-2772�

26-6515�

24-2113�

25-0744�

22-0805�

23-2517�

23-4635�

23-0256�

22-7602�

25-1008�

26-0252�

28-0625�

43-4476�

28-1143�

22-1062�

28-0171�

28-0352

新政ひこね�

新政ひこね�

会派に属さない議員�

会派に属さない議員�

彦　政　会�

彦　政　会�

彦　政　会�

彦　政　会�

会派に属さない議員�

会派に属さない議員�

市　政　会�

市　政　会�

新政ひこね�

新政ひこね�

新政ひこね�

新政ひこね�

新政ひこね�

新政ひこね�

市　政　会�

市　政　会�

市　政　会�
日本共産党�

彦根市会議員団�
日本共産党�

彦根市会議員団�
日本共産党�

彦根市会議員団�

彦　政　会�

彦　政　会�

彦　政　会�

彦　政　会�


